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三
ツ
山
大
祭
か
ら
わ
か
る 

　
　
　
　
城
下
町
姫
路
の
誕
生

播
磨
学
研
究
所
所
長　

小
栗
栖
　
健
治

は
じ
め
に　
　

姫
山
の
城

播
磨
国
総
社
・
射
楯
兵
主
神
社
か
ら
西
北
に
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
国
宝
姫
路
城
を
大
き
く
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
姫
路
城
の
天
守

は
姫
山
、
西
の
丸
は
鷺
山
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

姫
山
に
初
め
て
築
城
し
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
特
定
す
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
織
田
信
長
の
命
を
受
け
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）

に
播
磨
を
平
定
し
た
羽
柴
秀
吉
の
姫
路
城
の
築
城
に
つ
い
て
、『
豊
鑑
』
は
、

「
天
守
と
か
や
と
て
、
家
を
組
上
け
て
高
く
そ
ひ
や
か
し
」
と
記
述
し
て
い

ま
す
。
天
守
を
具
え
た
城
の
築
城
の
最
初
は
、羽
柴
秀
吉
で
し
た
。
そ
の
後
、

徳
川
方
と
豊
臣
方
が
覇
権
を
競
っ
た
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ケ
原
の

合
戦
は
東
軍
が
勝
利
し
、
池
田
輝
政
が
城
主
と
し
て
姫
路
城
に
入
り
ま
し

た
。
輝
政
は
秀
吉
の
姫
路
城
を
解
体
し
、
新
た
に
縄
張
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
縄
張
は
、
姫
路
の
将
来
を
見
据
え
た
都
市
計
画
で
し
た
。

輝
政
は
姫
山
の
山
麓
に
展
開
す
る
国
府
寺
村
、
宿
村
、
福
中
村
、
中
村
の

四
つ
の
村
を
城
地
と
し
て
縄
張
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
輝
政
の
時
代
ま
で
、

姫
山
の
山
麓
に
中
世
以
来
の
村
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
秀
吉
の
姫
路
城

に
は
城
下
町
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
　
城
下
町
と
中
世
の
村

資
料
１
に
示
し
て
い
ま
す
が
、
山
麓
の
村
は
東
か
ら
国
府
寺
村
、
宿
村
、

福
中
村
が
あ
り
、
福
中
村
の
北
に
中
村
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
都
市
計
画

に
よ
っ
て
、
四
つ
の
村
の
住
人
は
ふ
る
さ
と
の
村
を
捨
て
、
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
で
は
、
城
地
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
村
々
は
、
江
戸
時
代
、

ど
の
よ
う
に
変
容
を
遂
げ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

①
国
府
寺
村

国
府
寺
村
は
外
堀
の
東
と
西
に
村
が
あ
り
ま
し
た
。
西
側
は
城
内
に

取
り
込
ま
れ
、
城
下
町
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。
国
府
寺
町
が
、
そ
の

遺
称
で
す
。
外
堀
の
東
側
（
国
府
寺
東
部
）
は
村
と
し
て
存
続
し
ま
し

た
。
三
ツ
山
大
祭
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
は
西
部
で
し
た
。
府
寺
村

は
町
人
地
、
武
家
地
、
寺
町
と
な
り
ま
し
た
。

②
宿
村宿

村
の
ほ
と
ん
ど
は
城
内
と
な
り
、
飾
磨
津
御
門
の
南
側
に
僅
か
な

田
畑
が
残
り
ま
し
た
。「
姫
路
領
分
図
」（
姫
路
市
立
城
郭
研
究
室
蔵
）

に
は
「
宿
村
田
地
、
村
こ
れ
無
し
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
宿
村
と

い
う
村
名
は
残
り
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
人
家
は
な
く
、
村
と
し
て
の

機
能
を
失
い
ま
し
た
。
宿
村
は
、
町
人
地
に
な
り
ま
し
た
。

③
福
中
村

福
中
村
の
東
部
は
城
内
に
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
福
中
町
は
そ
の
遺

称
で
す
。
村
の
中
心
部
が
城
内
と
な
り
、
備
前
御
門
の
西
側
に
田
畑
が

残
り
ま
し
た
。「
姫
路
領
分
図
」
に
は
「
福
中
村
田
地
、
村
こ
れ
無
し
」

と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
中
村
と
い
う
村
名
は
残
り
ま
し
た
が
、
基

本
的
に
人
家
は
な
く
、村
と
し
て
の
機
能
を
失
い
ま
し
た
。
福
中
村
は
、

町
人
地
に
な
り
ま
し
た
。

④
中
村中

村
の
東
部
は
城
内
に
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
村
の
中
心
部
が
城
下
と

な
り
、船
場
川
の
西
側
に
田
畑
が
残
り
ま
し
た
。「
姫
路
領
分
図
」に
は「
中

村
田
地
、
村
こ
れ
無
し
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
村
と
い
う
村
名
は
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残
り
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
人
家
は
な
く
、
村
と
し
て
の
機
能
を
失
い
ま

し
た
。
中
村
は
、
高
禄
の
家
臣
の
屋
敷
地
・
大
名
町
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、国
府
寺
村
は
外
堀
の
東
側
に
村
は
残
り
ま
し
た
が
、宿
村
、

福
中
村
、中
村
に
は
民
家
は
な
く
、村
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。

城
下
町
の
建
設
は
、
姫
山
の
山
麓
に
展
開
し
た
農
村
を
都
市
へ
と
変
貌
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
商
人
や
職
人
が
住
む
町
人
町
（
ま
ち
）

は
大
名
町
の
南
、
中
堀
と
外
堀
の
間
に
設
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
場
所

は
現
在
の
姫
路
駅
前
の
繁
華
街
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

二
　
三
ツ
山
大
祭
と
「
山
付
の
者
」

江
戸
時
代
、
三
ツ
山
大
祭
（
江
戸
時
代
は
、
臨
時
大
祭
礼
と
称
さ
れ
た
）

は
晴
天
七
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
二
色
山
は
国
府
寺
村
、
五
色
山
は
宿
村
、

小
袖
山
は
福
中
村
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
行
わ
れ
る

「
神
式
（
じ
ん
し
き
）」
は
、現
在
の
中
の
日
大
祭
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
日
、

五
種
神
事
や
謡
囃
子
が
あ
り
、
三
つ
の
山
に
設
け
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台

で
は
能
（
猿
楽
）
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）『
臨
時
大
祭
礼
見
聞
録
』（
姫
路
市
立
琴
丘
高
等

学
校
蔵
）
に
よ
れ
ば
、「
臨
時
御
祭
礼
に
罷
り
出
で
候
家
筋
の
者
」、
ま
た
、

「
山
付
の
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
（
以
下
、「
山
付

の
者
」）。
こ
の
「
山
付
の
者
」
は
、
三
つ
の
山
を
支
配
す
る
国
府
寺
村
、
宿

村
、
福
中
村
と
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
国
府
寺
村
（
西
部
）、
宿
村
、
福
中
村
に
は
、
基
本
的
に
人

家
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
れ
ら
の
村
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
山
」
を
持
ち
、

支
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
実
態
を
『
臨
時
大
祭
礼
見
聞
録
』
に
よ
っ
て
示

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

資料１　姫山山麓に展開した中世の四つの村（姫路市及其附近　明治34年３月30日発行　第十師団司令部）
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①
東
の
山
付
の
者
（
二
色
山　
国
府
寺
村
支
配
）

二
色
山
は
国
府
寺
村
の
支
配
。「
山
付
の
者
」
は
本
町
の
国
府
寺
次

郎
左
衛
門
と
国
府
寺
村
の
庄
屋
上
村
次
郎
兵
衛
を
筆
頭
に
二
十
三
人
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、そ
の
内
の
五
人
が「
休
株
」。「
東
の
山
付
の
者
」は
、

か
つ
て
の
国
府
寺
村
（
西
部
）
に
成
立
し
た
町
に
居
住
し
て
い
ま
す
。

②
中
の
山
付
の
者
（
五
色
山　
宿
村
支
配
）

五
色
山
は
宿
村
の
支
配
。
全
体
は
三
十
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ

の
内
の
十
人
が
「
休
株
」。「
中
の
山
付
の
者
」
は
、
か
つ
て
の
宿
村
に

成
立
し
た
町
に
二
割
程
度
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
残
る
八
割
は
北
条
、

三
宅
、
南
条
、
上
野
田
、
城
下
町
の
南
か
ら
西
方
向
の
村
へ
移
転
し
て

い
ま
す
。

③
西
の
山
付
の
者
（
小
袖
山　
福
中
村
支
配
）

小
袖
山
は
福
中
村
の
支
配
。
全
体
は
十
三
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。「
西
の
山
付
の
者
」
は
、
二

割
程
度
が
か
つ
て
の
福
中
村
に
成
立
し

た
町
に
二
割
程
度
が
居
住
し
て
い
ま

す
。
残
る
八
割
は
中
村
、
山
野
井
、
南

八
代
、
伊
伝
居
、
福
中
な
ど
城
下
町
の

西
側
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

「
山
付
の
者
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
府

寺
村
・
宿
村
・
福
中
村
に
属
し
て
い
る

の
で
す
が
、
住
居
は
城
下
町
や
周
辺
の

村
々
に
点
在
し
て
い
ま
し
た
。「
山
付

の
者
」
は
国
府
寺
村
・
宿
村
・
福
中
村

が
城
下
町
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
所

へ
移
転
し
た
住
人
、
つ
ま
り
、
中
世
に

そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
住
ん
で
い
た
住
人
の

末
裔
で
あ
り
ま
し
た
。
村
を
離
れ
、
他
所
へ
移
転
し
た
後
に
お
い
て
も
播
磨

国
総
社
と
強
い
関
係
を
持
ち
、
三
ツ
山
大
祭
を
は
じ
め
と
す
る
神
事
祭
礼
に

は
、
中
世
以
来
の
自
分
た
ち
の
名
誉
と
し
て
「
山
付
の
者
」
と
い
う
仲
間
を

結
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

国
府
寺
村
・
宿
村
・
福
中
村
は
、
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
の
三
ツ
山
大

祭
に
際
し
て
、
播
磨
国
守
護
赤
松
晴
政
か
ら
山
の
造
営
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
播
磨
国
総
社
の
祭
祀
は
国
府
寺
氏
を
惣
頭
人
と
し
、
こ
の
三

か
村
は
神
事
頭
村
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
国
府
周
辺

の
村
々
を
代
表
し
て
い
ま
し
た
。

三
　
城
下
町
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統

「
山
付
の
者
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
三
ツ
山
大
祭
が
中
世
の
住
人
の
末
裔

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
解
体

さ
れ
た
中
世
の
村
と
江
戸
時
代
に
建
設
さ
れ
た
城
下
町
、
中
世
以
来
の
伝
統

は
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
三
ツ
山
大
祭
の
三
つ
の
山
の
配
置
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
三
つ
の
山
は
東
か
ら
二
色
山
・
五
色
山
・
小
袖
山
と
呼
ば

れ
、
二
色
山
は
国
府
寺
村
、
五
色
山
は
宿
村
、
小
袖
山
は
福
中
村
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
資
料
３
）。
こ
の
三
つ
の
山
の
配
置
は
、
姫
山

の
山
麓
に
展
開
し
た
中
世
の
村
の
位
置
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
配
置
は

意
図
的
に
行
わ
れ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
で
す
。

次
に
三
ツ
山
大
祭
の
神
賑
わ
い
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
幕
末
の
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
行
わ
れ
た
三
ツ
山
大
祭
の
神

賑
わ
い
の
行
事
（『
臨
時
大
祭
礼
見
聞
録
』）
は
、
資
料
２
に
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
五
種
神
事
、
三
ツ
山
、
猿
楽
（
能
）、
謡
囃
子
、
造
り
物
、
曳
き
物
、

俄
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

資料２　三ツ山大祭の風流の構成（嘉永７年：1854）
時代性 風流 担当する村
鎌倉時代 五種神事 国府寺村、宿村、福中村
室町時代 三ツ山 国府寺村、宿村、福中村
室町時代 猿楽（能） 国府寺村、宿村、福中村
室町時代 謡囃子 国府寺村、宿村、福中村
江戸時代 造り物 姫路町
江戸時代 曳き物 姫路町
江戸時代 俄 姫路町
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こ
れ
ら
の
行
事
の
中

で
、
最
も
古
い
時
代
的

要
素
に
な
る
の
が
「
五

種
神
事
」
で
す
。
競

馬
・
弓
鉾
指
・
一
つ
物
・

神
子
渡
・
流
鏑
馬
、
こ

の
五
種
類
の
祭
礼
芸
能

は
、
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

都
・
都
市
で
人
気
を
博

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
芸
能
が
都
か
ら
地

方
へ
も
た
ら
さ
れ
、
播

磨
国
総
社
の
祭
礼
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。

そ
の
次
に
古
い
要
素

が
、
三
つ
の
山
と
猿
楽
（
能
）
で
す
。
三
ツ
山
大
祭
に
山
が
登
場
す
る
の
は

大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
の
こ
と
で
す
が
、そ
れ
と
同
じ
時
期
に
猿
楽
（
能
）

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
に
属
し
た
謡
囃
子
の
登
場

は
や
は
り
十
六
世
紀
の
頃
と
推
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
ま
で
は
、
池
田
輝

政
が
城
下
町
を
建
設
す
る
よ
り
も
前
の
時
代
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

池
田
輝
政
の
姫
路
城
が
完
成
し
て
以
降
の
神
賑
わ
い
は
、
資
料
２
に
示

し
て
い
る
曳
き
物
、
俄
、
そ
し
て
、
町
屋
を
飾
っ
た
造
り
物
が
登
場
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
城
下
町
姫
路
が
経
済
的
に
発
展
し
て
以
降
の
こ

と
、
お
そ
ら
く
十
九
世
紀
の
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
三
ツ
山
大
祭
の
神
賑
わ
い
行
事
は
、
あ
る
特
定
の
時
期
に

全
て
が
登
場
し
た
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
終
わ
り
の
頃

ま
で
、長
い
時
間
を
か
け
て
創
造
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
中
で
、

三
つ
の
山
の
支
配
、五
種
神
事
、山
と
そ
の
舞
台
で
奉
納
さ
れ
る
猿
楽（
能
）、

こ
れ
ら
は
国
府
寺
村
、
宿
村
、
福
中
村
の
住
人
、
中
世
の
村
の
系
譜
を
ひ
く

「
山
付
の
者
」
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
三
ツ
山
大
祭

は
中
世
の
村
の
住
人
の
末
裔
に
よ
っ
て
、
村
を
解
体
さ
れ
た
江
戸
時
代
以
降

に
お
い
て
も
、
中
世
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。　

お
わ
り
に
―
旧
住
人
と
新
住
人
―

池
田
輝
政
に
よ
る
築
城
は
、
姫
山
と
山
麓
に
展
開
し
た
農
村
は
城
下
町
・

都
市
と
な
り
、
姫
路
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
村
を
失
っ
た
中
世
の
村
の
住
人
は
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
城

下
町
に
居
住
す
る
者
、ま
た
、周
辺
の
村
へ
転
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
建
設
さ
れ
た
城
下
町
の
最
初
の
住
人
は
、
中
世
の
村
人
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
世
以
来
の
村
の
住
人
を
「
旧
住
人
」、

他
所
か
ら
新
た
に
城
下
町
に
移
り
住
ん
だ
住
人
を
「
新
住
人
」
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
こ
の
関
係
を
も
と
に
、
三
ツ
山
大
祭
の
神
賑

わ
い
に
着
目
す
る
と
、中
世
以
来
の
郷
村
の
祭
礼
は
「
旧
住
人
」
が
担
当
し
、

華
や
か
な
造
り
物
や
俄
な
ど
都
市
祭
礼
と
し
て
の
賑
わ
い
は
「
新
住
人
」
が

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
み
ら
れ
る
三
ツ
山
大
祭
の
賑
わ
い
は
、

「
旧
住
人
」
と
「
新
住
人
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
作
り
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

播
磨
国
総
社
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
三
ツ
山
大
祭
に
は
、
城
下
町
姫
路
の

始
ま
り
の
物
語
が
内
包
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
姫
路
の
歴
史
を
宿
す
三
ツ
山
大

祭
、
地
域
の
宝
物
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

資料３　三ツ山大祭の「やま」の配置
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絵
葉
書
で
み
る
三
ツ
山
大
祭（
大
正
２
年
）

総社正面鍛冶町　那須野ケ原

西二階町　村上義光錦旗取戻俵町　川中島の合戦

龍野町二丁目　曽我大磯東二階町　粟津ケ原合戦

中二階町　鬼狩中二階町　紅葉狩

播
磨
学
研
究
所
保
管
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光源寺前　義士両国橋茶町　清盛睨潮

竪町　日吉丸初陣直養町　俊寛島流

元塩町　名和長年　船上山平野町　曽我夜討

西魚町・恵美酒町　養老瀧駅前通り光景
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令
和
七
年
度
　
保
存
会
活
動
報
告

◥ 
令
和
七
年
度
役
員
会
並
び
に

　 
特
別
講
演
会
「
三
ツ
山
大
祭
か
ら
わ
か
る
城
下
町
姫
路
の
誕
生
」

（
令
和
七
年
七
月
二
十
三
日
）

令
和
七
年
度
の
役
員
会
を
、
播
磨
国
総
社　
総
社
会
館
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
役
員
会
は
、
役
員
二
十
五
名
の
出
席
、
三
十
一
名
の
委
任
状
に
よ
り
開

会
し
ま
し
た
。

開
会
に
際
し
て
田
中
会
長
よ
り
、
三
ツ
山
大
祭
を
八
年
後
の
令
和
十
五
年

に
控
え
、
令
和
の
三
ツ
山
と
い
う
新
し
い
時
代
に
則
し
た
祭
り
を
目
指
し

て
、
も
の
づ
く
り
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
本
年
は
七
福
神
の
中
で
も

特
に
人
気
の
あ
る「
え
べ
っ
さ
ん
」

を
つ
く
り
、
総
社
の
宝
恵
駕
籠
行

列
に
合
わ
せ
、
謡
囃
子
の
充
実
を

図
り
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

八
年
後
の
三
ツ
山
大
祭
を
目
指

し
て
、
皆
様
と
と
も
に
元
気
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
意
欲
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
姫
路
市
議
会
議
長　

石
堂
大
輔
様
（
当
会
顧
問
）
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
披
露
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

続
い
て
議
案
の
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

第
一
号
議
案
令
和
六
年
度
事

業
報
告
、
第
二
号
議
案
令
和
六

年
度
収
支
決
算
書
（
案
）
が
説

明
さ
れ
、
一
同
異
議
無
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
三
号
議
案
令
和

七
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
第

四
号
議
案
令
和
七
年
度
収
支
予

算
書
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
補
助
金
申
請
額
に
対

し
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
宇
那
木
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
よ

り
、
文
化
庁
へ
の
令
和
七
年
度

の
補
助
金
採
択
件
数
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
補
助
対
象
内
容

の
変
更
、
補
助
金
額
の
修
正
指

示
に
よ
る
も
の
と
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
事
業
費
の
十
五
％
が
自
己
負
担
と
な
る
と
と
も
に
、
つ
く
り
も

の
の
材
料
費
が
自
己
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
積
立
金
を
一
部
取

り
崩
し
雑
収
入
と
し
て
受
け
入
れ
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
、
一
同
異
議
無
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
後
三
時
か
ら
は
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
播
磨
学
研
究
所　
所
長　
小
栗
栖
健
治
氏
を
お
迎
え
し
、「
三

ツ
山
大
祭
か
ら
わ
か
る
城
下
町
姫
路
の
誕
生
」
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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◥ 

つ
く
り
も
の
製
作
会�

（
令
和
七
年
九
月
三
日
～
九
月
十
九
日
）

本
年
は
「
え
べ
っ
さ
ん
」
の
つ
く
り
も

の
製
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
九
月
の
三
週

間
で
十
回
の
製
作
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

製
作
に
あ
た
り
、
え
か
き
・
も
の
づ
く

り
作
家
の
ド
ウ
ノ
ヨ
シ
ノ
ブ
氏
に
、
つ
く

り
も
の
の
設
計
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
は
製
作
す
る
も
の
は
、
え
べ
っ
さ

ん
の
顔
・
腕
・
胴
体
・
鯛
・
台
車
・
小
物

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
ツ
を
わ
け
て
製
作

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

顔
は
、
マ
ネ
キ
ン
に
紙
粘
土
を
貼
り
付

け
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
頬
、
耳
、
も
ち
ろ

ん
え
び
す
顔
に
な
る
よ
う
に
丁
寧
に
作
っ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
腕
に
も
紙
粘
土
を

貼
り
付
け
、、
た
く
ま
し
い
腕
を
表
現
し

ま
し
た
。
貼
っ
た
紙
粘
土
が
乾
い
た
ら
、

や
す
り
が
け
を
し
て
滑
ら
か
な
肌
に
し
ま

し
た
。

胴
体
は
、
マ
ネ
キ
ン
に
液
状
の
発
砲
ウ

レ
タ
ン
を
ス
プ
レ
ー
し
て
固
ま
る
の
を
待

ち
、
成
型
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
理
想
の

お
な
か
に
な
ら
ず
、
え
べ
っ
さ
ん
の
ふ
く
よ
か
な
体
を
表
現
す
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。

鯛
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
切
り
出
し
、

新
聞
紙
を
貼
り
、
紙
粘
土
を
貼
り
付
け
て

形
を
作
り
ま
し
た
。
鯛
の
目
と
う
ろ
こ
は

会
員
の
み
な
さ
ん
で
ど
う
い
っ
た
形
に
す

る
か
相
談
し
て
シ
ー
ル
を
何
度
も
付
け
替

え
て
決
定
し
ま
し
た
。

台
車
は
ア
ル
ミ
の
リ
ヤ
カ
ー
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
木
材
で
え
べ
っ
さ
ん
が
座
る

台
を
製
作
し
ま
し
た
。
え
べ
っ
さ
ん
が
立

派
に
見
え
る
よ
う
に
高
さ
を
調
整
し
ま
し

た
。
台
車
に
つ
け
る
幕
や
衣
装
は
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
着
物
を
再
利
用
。

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
台
に
固
定
、
つ
い
に
見
る
人
を
元
気

に
す
る
良
い
笑
顔
の
え
べ
っ
さ
ん
が
完
成
し
ま
し
た
。

◥ 

造
り
も
の
展�

（
令
和
七
年
九
月
二
十
日
～
十
月
十
九
日
）

九
月
二
十
日
か
ら
十
月
十
九
日
の
間
、

総
社
御
門
に
て
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大

祭
保
存
会
の
活
動
を
伝
え
る
た
め
「
～
伝

統
を
再
現
す
る
～
造
り
も
の
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
展
示
と
し
て
今
年
度
製
作
の
え

べ
っ
さ
ん
の
造
り
物
を
会
場
入
り
口
に
設

置
。
え
べ
っ
さ
ん
の
笑
顔
で
来
場
者
を
お

出
迎
え
。
一
緒
に
写
真
を
撮
ら
れ
る
方
も

多
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

8
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に
わ
か
・
武
者
な
り
き
り
体
験
の

日
は
と
て
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
衣
装
を
着
る
順
番
待
ち

が
。
保
存
会
で
手
作
り
し
た
衣
装
を

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。　

期
間
中
、
約
三
百
名
の
ご
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。
外
国
の
方
に
も
会
員

さ
ん
が
展
示
を
案
内
し
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
国
内
外
の
方
々
に
保
存

会
の
活
動
を
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◥ 

小
袖
山
に
飾
る
小
袖
の
陰
干
し�
（
令
和
七
年
十
月
二
日
）

ま
だ
暑
さ
残
る
中
、
境
内
に
広
げ
た

シ
ー
ト
の
上
に
色
と
り
ど
り
の
小
袖
を
並

べ
て
い
き
ま
し
た
。
本
年
は
物
干
し
竿
を

改
良
し
、
干
す
作
業
が
よ
り
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

保
存
会
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
二
〇
名

程
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
小
袖
山
に
飾

る
小
袖
を
約
二
〇
〇
領
陰
干
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　

令
和
十
五
年
の
三
ツ
山
大
祭
に
向
け

て
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
進
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

�

受
付
場
所　
播
磨
国
総
社
社
務
所

◥ 

姫
路
城
下
に
く
り
だ
す
謡う
た
い
ば
や
し

囃
子�

（
令
和
八
年
一
月
十
四
日
）

本
年
で
八
回
目
と
な
る
謡
囃

子
。
総
社
か
ら
飛
び
出
し
に
ぎ
や

か
な
行
列
で
姫
路
城
下
を
練
り
歩

き
ま
す
。

春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暖
か
な

陽
射
し
に
包
ま
れ
て
姫
路
城
下
に

く
り
だ
し
た
総
勢
一
三
〇
名
余
り

の
謡
囃
子
行
列
。
色
と
り
ど
り
の

衣
装
や
曳
き
物
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

沿
道
の
注
目
を
集
め
、
地
元
の
方

や
観
光
客
の
方
々
か
ら
声
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
初
登
場

し
た
令
和
七
年
度
つ
く
り
も
の
製

作
会
で
会
員
有
志
の
手
作
り
で
作

製
し
た
『
え
べ
っ
さ
ん
』
は
、
無

事
に
総
社
ま
で
の
帰
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
注
目
が
集
ま
る
中
、
鎧

武
者
と
大
傘
に
ガ
ー
ド
を
さ
れ
な

が
ら
総
社
を
出
発
し
ま
し
た
。

「
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ミ
ツ
ヤ
マ
♪
」

と
三
ツ
山
音
頭
が
流
れ
る
中
、
姫

路
駅
付
近
の
商
店
街
を
西
へ
西
へ

と
進
み
、
そ
れ
か
ら
西
二
階
町
を

今
度
は
東
へ
東
へ
と
、
そ
し
て
、
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姫
路
城
を
背
に
し
て
姫
路
駅
駅

前
広
場
へ
と
一
筆
書
き
で
描
く

よ
う
に
総
社
を
出
発
し
て
か
ら

約
一
時
間
三
十
分
後
に
姫
路
駅

前
へ
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
す

る
と
、
次
代
を
担
う
園
児
た
ち

が
ワ
ク
ワ
ク
＆
ソ
ワ
ソ
ワ
し
な

が
ら
お
待
ち
か
ね
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
姫
路
駅
北
に

ぎ
わ
い
交
流
広
場
で
の
舞
台
に

て
謡
囃
子
の
ス
テ
ー
ジ
の
番
が

来
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
し
ん
き

ひ
か
り
保
育
園
の
園
児
た
ち
と
三

ツ
山
踊
り
保
存
会
で
、
三
ツ
山
踊

り
を
披
露
。
法
被
ハ
チ
マ
キ
姿
で

一
生
懸
命
踊
る
園
児
た
ち
を
あ
た

た
か
な
陽
射
し
が
照
ら
し
て
い
ま

し
た
。
次
に
姫
路
・
城
東
連
の
登

場
で
す
。
鉦
や
太
鼓
の
音
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。
謡
囃
子
の
華
や
か

で
賑
や
か
な
雰
囲
気
が
観
客
の

方
々
や
、
駅
前
を
通
る
方
々
に
も

改
め
て
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
後
の
行
列
に
は
、
園
児
た

ち
も
合
流
し
、
よ
り
賑
々
し
く
総

社
へ
と
練
り
歩
き
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
「
え
べ
っ
さ
ん
」
も
ニ
コ
ニ
コ
見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

本
年
も
無
事
に
謡
囃
子
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
謡
囃
子
に
向
け
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
氏
子
・
会
員
の

方
々
、
置
塩
城
鎧
工
房
の
方
々
、
し
ん
き
ひ
か
り
保
育
園
の
方
々
、
崇
敬
者・

関
係
各
位
に
心
に
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◥ 

令
和
八
年
度
　
保
存
会
事
業
予
定

一
、
調
査
・
研
究
事
業　
　
　
　
　
会
報
誌
第
十
一
号
発
行

二
、
研
修
会
・
講
演
会
事
業　
　
　
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
花
持
衣
装
製
作
学
習
会
の
実
施

三
、
会　
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
会

四
、
そ
の
他
関
連
事
業
行
事
等　
　
小
袖
の
陰
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り
も
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡
囃
子
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
入
会
促
進

「
悠
久
の
歴
史
を
伝
え
る

播
磨
国
総
社
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
」

　
好
評
頒
布
中
！

一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
の

す
べ
て
が
わ
か
る
こ
の
一
冊
！ 

一
冊
三
〇
〇
円　
播
磨
国
総
社
に
て

悠久の歴史を伝える

播磨国総社一ツ山大祭・三ツ山大祭

播磨国総社一ツ山大祭・三ツ山大祭保存会

平成27年度文化庁文化遺産を活かした地域活性化事業
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